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（1908 年）、『禅の一夕話』（1910 年）、『日本史伝文選下巻』（1920 年）、『禅窓閑話』（1921
年）、『すねもの奇人変人』（1921 年）、『奇人奇話』（1926 年）、『京都府茶業史』（1935 年）、




























































































                                                 







































































                                                 
8 中野三敏『江戸文化評判記―雅俗融和の世界』中央公論社 1992年 P48 
9 化霖道龍：黄檗山の第四代住持であった濁湛性瑩の弟子 






































                                                 


































































































































                                                 
16 大典顕常「賣茶翁傳」（『賣茶翁偈語』）田中楢太郎 1925年 P１ 
17 伴蒿蹊著 中野三敏校注『近世畸人伝』中央公論新社 2005年 P79 
18 同上 




































                                                 





































                                                 
24 聖武天皇：奈良中期の第 45代天皇。佛教を深く信仰し、東大寺を建てたとされる。 
25 大槻幹郎『煎茶文化考―文人茶の系譜―』思文閣 2004年 P267 
26 同上 P268 
27 嵯峨天皇：平安時代の第 52代天皇。在位中に唐文化が栄え、「日本後記」が編まれた。 
28 大槻幹郎『煎茶文化考―文人茶の系譜―』思文閣 2004年 P268-273 





























































































































































































                                                 
38 李宗易：宋の人、白居易の詩を模倣する。 
39 早川聞多「売茶翁といふ事件－『對客言志』をめぐって」（『茶道文化大系第一巻 茶道文化




















































































































                                                 
44 伴蒿蹊：江戸時代後期の歌人で文章家。名を資芳、号を閑田子、閑田廬。主に『主従心得草』
『閑田詠草』『閑田耕筆』『閑田次筆』などを著した。 





































                                                 
46 安永拓世「江戸時代中後期における煎茶趣味の展開と煎茶道の成立」、『商経学叢』第 59巻第


















































































































                                                 
48 安永拓世「江戸時代中後期における煎茶趣味の展開と煎茶道の成立」、『商経学叢』第 59巻第




































                                                 
49 多治比郁夫・中野三敏『唐代江戸百化物 在津紀事 仮名世説』新日本古典文学大系 97岩波



















































































































































まず冒頭で述べた様に売茶翁の 47歳から 57歳までと、57歳から 61歳までについて、諸資
料の記述を検討してみたい。 
 
１、大典禅師 「賣茶翁傳」1763年  
先述の通り、「賣茶翁傳」は大典禅師によるものである。大典禅師は、売茶翁の法弟大潮
































































































 ここでは、1723年(享保 8年)売茶翁 49歳の時に、母が亡くなり龍津寺に埋葬したとある。




























 その後、売茶翁の 49 歳から 57 歳までの消息については、依然として明らかではなかっ










としているが、売茶翁は 1675年の生まれであることから 1730年は 56歳であるのが正しい。























 ここにおいても前出の『高遊外売茶翁』の記述同様だが、とりわけ享保 9 年(1724 年)売
茶翁 50歳のときに、佐賀を出たと明確に記している点で、これまでの売茶翁の記録におけ
る空白期間について、最初に記されたものであると言えよう。 



















る。その中には、売茶翁の 47歳から 61歳までの期間について、以下の記述がある。 
 
享保 8年 1723年 49歳  
大潮、龍津寺三代を継ぐ 月海はこの頃、京都に出ている可能性あり。52  
享保 16年 1731年 57歳 
京都に向かう。 
享保 17年 1732年 58歳 
大阪、天王寺村、茶臼山村に住む。 
享保 20年 1735年 61歳 














は、享保 17年(1732年)売茶翁 58歳の時に、天王寺村・茶臼山村に住んだとしている。 
 
以上、これまで特に売茶翁の年譜の記述を中心に売茶翁が京都に進出する以前の 47歳か























                                                 















 性癖風顚竟不休 性癖風顚、竟に休せず 
 紫陌紅塵謾盤礴 紫陌紅塵、謾りに盤礴 
















  紫陌紅塵歳月深  紫陌の紅塵 歳月深し 
  春風楊柳又揺金 春風、楊柳 また金を揺らす 
  賣茶生計長如此 売茶の生計 長く此の如し 
  何必桑滄變古今  何ぞ必ずしも古今 桑滄の変 
 
                                                 
















 同じく「和売茶口占 贈通仙亭主翁十二首」の第八首には次のようにある。 
 
 誰道行蔵随世縁 誰かいう行蔵、世縁に随うと 
 百年長擅一狂顚 百年長く擅(ほしい)ままにす、一狂顚 
 除非十二先生業 除非す十二先生55の業 











  賣茶長住大河湄 売茶、大河の湄に長く住む 
    客至誰能不嘆奇 客至りて誰が能く奇と嘆ぜん 
    況復玻瓈南國盞 況や復た玻瓈 南国の盞 
    拈來此地也無虧 拈來 此地も虧(か)ける無きなり 


























歳、大潮に寺を託した後、京都に出た 57 歳、京都で通仙亭を開き売茶を行った 61 歳とい
う、3つの時点については、どの年譜もほぼ一様に記述されていた。 
 しかし、それらの間の期間、つまり佐賀から京都に出る 47 歳から 57 歳までと、京都に





























































                                                 
57 『日本後記』：840年、40巻 六国史の一つで桓武天皇から淳和天皇までの漢文による編年体。 
58 永忠：平安時代、大和の人、学僧。姓は秋篠。三十歳前後入唐して、帰朝したのは延暦 24年
（805）63歳のときである。桓武天皇の勅命により、近江梵釈寺首となる。 























































































































                                                 
70 丹岳野必大千里『本朝食鑑 巻之四』平野氏傳左衛門 平野屋勝左衛門 1697年 Ｐ41 
71 熊倉功夫等『史料による茶の湯の歴史（下）』主婦の友社 1995年 P403 

























   爐喫盧仝三椀茗 炉に盧仝の三椀の茗を喫し 
   園吟和靖八梅詩 園に和靖八梅の詩を吟ず 
   晩来晴好谿山雪 晩来晴れて好し谿山の雪 




   解渇茶三椀 渇きを解く茶三椀 




                                                 






































                                                 
75 第二章第二節参照 P49 



























































                                                 

















































































                                                 
80 大枝流芳『青湾茶話』写、ページ数不詳 














































































                                                 
87 上田秋成全集編集委員会 中村幸彦等編『上田秋成全集』第九巻 中央公論社 1992年
P282-283 
88 同上 P283 
89 同上 
90 同上 
91 同上 P287-288 




































                                                 
93 上田秋成全集編集委員会 中村幸彦等編『上田秋成全集』第九巻 中央公論社 1992年 P309 









































99 林屋辰三郎・横井清・楢林忠男『日本の茶書 2』平凡社 1972年 P225 

































                                                 
101 田中新一氏によれば売茶翁は抹茶の茶杓と茶碗を保持しており、抹茶の作法も記録に残して
いたという。（『売茶翁を「もっと知ろう」～そして郷里佐賀に返そう～』P214） 





































 こうした秋成の売茶翁批判は、『茶瘕酔言』以前の寛政 10 年（1798 年）に刊行された浪
速楽水居主人の『煎茶略説』111など、当時しきりに売茶翁の使用・選択した茶具を賞賛する
風潮が原因であったとも考えられる。以下にその例をあげてみたい。浪速楽水居主人の『煎
                                                 
106 林屋辰三郎・横井清・楢林忠男『日本の茶書２』平凡社 1972年 P254 














































                                                 
112 林屋辰三郎・横井清・楢林忠男『日本の茶書 2』平凡社 1972年 P254 





































                                                 
114『屠赤瑣瑣録』巻 2、81「秋成と茶筅」 
115 佃一輝「『去俗』と『清』」（『茶道文化論 茶道学大系第一巻』淡交社 1999年 P295） 





































                                                 
117 佃一輝「『去俗』と『清』」（『茶道文化論 茶道学大系第一巻』淡交社 1999年 P300） 
118 上田秋成全集編集委員会 中村幸彦等編『上田秋成全集』第九巻 中央公論社 1992年 
P337 






































                                                 
120 平成 26年 10月現在 




































                                                 
122 楢林忠男『煎茶の世界』徳間書店 1971年 P123 











































































                                                 
125 林屋辰三郎・横井清・楢林忠男『日本の茶書 2』平凡社 1972年 P277 
126 同上 





































                                                 
128 小川後楽『煎茶入門』淡交社 2001年 Ｐ89 

































   持帰西老播扶桑 持ち帰って西老扶桑に播す 
   宇陽一味天然別 宇陽の一味、天然別なり 
   堪嘆時人論色香 嘆ずるに堪えたり、時人の色香を論ずるを 
                                                 
130 福山暁菴『賣茶翁』其中堂 1934年 「偈語外集」P10 
131 全篇については、第一章第一節を参照 P17 
132 第一章第一節 P18 














  太傅面前飜却去 太傅面前飜却し去て 
   千年舊案舉来新 千年の旧案挙し来りて新なり 
   腕頭無力全扶起 腕頭全く扶起するに力なくんば 



























































                                                 
136 百信先生 口授『木石居煎茶訣』巻下 梶田勘助 1904年 P5-6 































    
我従来孤貧 無地無錐   我れ従来孤貧 地なく錐なし 
   汝佐補吾曾有年      汝吾れを佐補すること曾て年あり 
或伴春山或鬻松下竹陰   或は春山秋水に伴い、或は松下竹陰に鬻ぐ    
以故飯錢無缺       故を以て飯錢缺くることなく 
                                                 
138 頼山陽：名は襄、字は子成、号は山陽、三十六峯外史である。江戸時代後期の思想家、漢詩
人、文人であり、著作は『日本外史』などがある。 
139 頼山陽『山陽先生書後３巻・山陽先生題跋２巻』 若山屋茂介等 1836年 P12 
140 服部宇之吉君校閲 自治館編輯局譯補『和訳山陽書後並題跋』 自治館 1915年 P229-230  
70 
 
保得八十餘歳       八十余歳を保ち得たり 
今已老邁 無力于用汝   今已に老邁 汝を用ゆるに力なく 
北斗藏身 將終天年    北斗身を藏して 將に天年を終へんとす 
却後或辱世俗之手     却後或は世俗の手に辱められば 
於汝恐有遺恨       汝に於て恐くは遺恨あらん 
是以賞汝以火聚三昧    是を以て汝を賞するに火聚三昧を以てす  
直下向火焔裏轉身去    直下に火焔裏に轉身し去れ 
轉身一句且如何      轉身の一句且つ如何ん       
良久云          やや久しうして云く 
劫火洞然毫末盡      劫火洞然として毫末盡く 











































                                                 
141 安永拓世「江戸時代中後期における煎茶趣味の展開と煎茶道の成立」、『商経学叢』第 59巻第
2号 2012年 P196 















































































                                                 
143 川頭芳雄『佐賀県郷土史物語第一輯 脊振山と栄西 ; 大潮売茶翁』佐賀県郷土史物語 1974
年 P818 
144 田中新一『売茶翁を「もっと知ろう」～そして郷里佐賀に返そう～』2010年 P234 
145 同上 




































                                                 
147 末木文美士・堀川貴司『江戸漢詩選第五巻 僧門』岩波書店 1996年 P309 




蕭然茶鼎竹林傍 朝夕風烟颺草堂 為是人間少相賞 携来今日與君嘗 
































                                                 
149 大典顕常『昨非集』2巻 蒹葭堂 1761年 P19 
150 亀田窮楽：江戸中期京都の書家。名は曳尾、通称久兵衛、無悶子、哄々斎とも号す。風格飄
逸気品がり、性洒脱ににて、よく酒を飲んだと言われ名利超然。 
151 大典顕常『昨非集』2巻 蒹葭堂 1761年 P1 





































                                                 
153 「杖笠移来洛水東、地清好是寄衰躬、奏琴行樹松千尺、戞玉園林竹一叢、直透長安欄外道、
新添聖護洞中翁、街頭坐断半窓屋、箇裡風光無有窮」、『賣茶翁偈語：附名公茶器銘』、田中楢治






































帝郷君幾歳 今遇故郷人    
旧時元非旧  新知未必新 
                                                 
156 田能村竹田『田能村竹田全集』国書刊行会本、国書刊行会 1916年 P27 
78 
 
蓮花求喩法157  茶竈返同塵  







九日陶家載酒来 携僧煑茗席先開 白蓮坐入林中杜 黄菊寧思籬畔林 
茶味芬芳添爽氣 詩萹慷慨起清風 舊痾轁得遊塵外 高臥何妨在市中 
























                                                 
157 仏法をさとし教える。 





一、水国天寒秋已深 孤帆万裏動帰心  
  淡交此別無他贈 黄葉紛紛飛片金 
二、独歩天涯物外心 山容水態是知音   
  難期后会更何歳 衰晩漸同西日沉 
 
「次韻売茶老翁卜居二首」 
一、未曾説仏不論儒 日 清泉売酪奴  
  咲破人間栄辱事 飄然莫誤入蓬壷  
二、風炉移処愛春栄 遂以売茶呼作名  
























                                                 


















「冬至后日 訪茶隠城南幽棲栖 話竟日 席上作 」 
深院蕭蕭落木霜  竹関鎖断名利場  
















 「贈窮楽隠士」  
 無茶無飯竹筒空 恰似波臣車轍窮 




                                                 





































                                                 
161 金谷治訳注『荘子』第四冊[雑篇] 岩波書店 1971年 P11－12 









「奉賡遊外居士茶飲高韻 予嗜酒故為之詞矣」  
応咲酔翁情不濃 投閑置散酒船中    




































































                                                 
163 大潮は 1678年に生まれたという説もある。（川頭芳雄『佐賀県立郷土史物語第一輯 脊振山




































                                                 
164 鏡宗：化霖の最初の弟子で、化霖が引退した後、龍津寺の住職となった人物。 
165 谷村為海『高遊外売茶翁』出版社不詳 1981年 P454-455 
166 末木文美士・堀川貴司『江戸漢詩選第五巻 僧門』岩波書店 1996年 P314-315 
















































































                                                 




















































































                                                 
169 石鞏に参禅した三平（義忠禅師）との逸話は「石鞏張弓」「三平開胸」として知られる。 





















































































































   都来榮辱亦何管 都来の栄辱、亦た何ぞ管せん 





                                                 





   賣茶却勝住山翁 売茶は却って住山翁に勝つ 
   生涯伹有長流水 生涯但だ長流水有り 






























                                                 
173 朱子『論語集注』が「程子曰く」として引いている。 










  坐客悠然忘主賓 坐客悠然と主賓を忘れる 
  一盌頓醒長夜睡 一盌頓に醒む、長夜の睡 






  問月従風何處賓 月に問い、風に従い、何處賓なるか 
  伹使茶香能透腑 伹
ただ
茶の香をして、よく透腑すれば 





























   千年滞貨没人求 千年の滞貨、求る人なし 
   若能一口喫過去 若し能く一口に喫過き去られば  






   竟是青山無所求 竟是、青山求むる所無し 
   春水日烹三五度 春水、日に烹ること三五度 























                                                 












   旧交尽是占機先 旧交は、尽く是れ機先を占む 
   可憐隻影孤貧客 憐むべし、隻影孤貧の客 






   一碗纔通象帝先 一碗纔
わずか
に象帝の先を通ず 
   自是有人稱換舌 自ら是れ換舌と称する人有り 








































  性癖風顚竟不休 性癖風顚、竟に休せず 
  紫陌紅塵謾盤礴 紫陌紅塵、謾りに盤礴 






   此翁高臥夜方休 此の翁高臥し、夜まさに休す 
   朝来縦作山陰客 朝来、縦ひ山陰の客となるも 




































   換却舌頭價萬金 舌頭を換却すること價萬金 
   正向鳳凰城畔賞 まさに鳳凰の城畔に向って賞す 





紫陌紅塵歳月深 紫陌の紅塵 歳月深し 
   春風楊柳又揺金 春風、楊柳 また金を揺らす 








   賣茶生計長如此 売茶の生計 長く此の如し 







































   陸沈城市恣癡頑 城市に陸沈し、癡頑を恣にす 
   誰言形影唯相弔 誰が言う形影、唯相弔うと 






遊蹤長寄市塵間 遊従 長く市塵の間に寄る 
   磊落偏同怪石頑 磊落 偏に怪石の頑なに同じ 
   儻値時人相借問 儻値 時人、相借問す 



































   或宿孤峯或掣顚 或いは孤峰に宿し、或いは掣顚
せいてん
 
   道是煎茶接来往 道う是れ煎茶来往を接す 






   百年長擅一狂顚 百年長く擅（ほしい）ままにす、一狂顚 
   除非十二先生業 除非す十二先生の業 

































   持帰西老播扶桑 持ち帰って西老扶桑に播す 
   宇陽一味天然別 宇陽の一味、天然別なり 






   趙州今日在扶桑 趙州 今日扶桑に在り 
   茶亭自有通仙路 茶亭自ずから通仙の路有り 


























   点来売與五湖人 点来売与す、五湖の人 
   柰何箇裡無知味 奈何ぞ、箇裡に味を知る無し 






      當年誰是社中人 当年誰是れ社中の人 
      無端獨向長空嘯 端無く獨り長空に向かい嘯く 































は り さ ん
を拈起す 
   塞断口門味太奇 口門を塞断し、味太だ奇なり 
   莫道南方無這箇 道
い
う莫かれ、南方這箇無し 






      客至誰能不嘆奇 客至りて誰が能く奇と嘆ぜん 
      況復玻瓈南國盞 況や復た玻瓈 南国の盞 
































   清香万里没邊春 清香万里、没辺の春 
   無端随分開舖席 端無く分に随い舗席を開く 






  天香吹満百花春 天香吹き満つる、百花の春 
  非因来換娘生舌 来たって娘生の舌を換うるに因るに非ずんば 










































































































                                                 
183 福山暁菴・浅川康一『売茶翁』 其中堂 1962年 P71 












































































                                                 

































                                                 
186 福山暁菴『賣茶翁』其中堂 1934年 P3 
187 同上 









































                                                 





































                                                 
194 福山暁菴『賣茶翁』其中堂 1934年 P4 
195 第一章第一節参照  P18 










































































   却堪作箇賣茶翁 却って堪えて、箇の売茶の翁となる 
   都来榮辱亦何管 都来の栄辱、亦た何ぞ管せん 

















                                                 



















  坐客悠然忘主賓 坐客悠然と主賓を忘れる 
  一盌頓醒長夜睡 一盌頓に醒む、長夜の睡 
















                                                 




































                                                 
202 森三樹三郎訳注『荘子 内篇』中央公論社 1974年 P186 
203 福永光司『荘子 内篇』新訂 中国古典選 第７巻 朝日新聞社 1966年 P287 
204 森三樹三郎訳注『荘子 内篇』中央公論社 1974年 P186-187 





































                                                 
207 福山暁菴『賣茶翁』其中堂 1936年 P9。1962年、其中堂によって出版された『賣茶翁』も、
詩偈の注は福山暁菴氏によるもので、内容はほとんど同じため、ここで省略する。 
208 福山暁菴『賣茶翁』其中堂 1936年 P9 
209 大槻幹郎『売茶翁偈語 訳注』全日本煎茶道連盟 2013年 P25 

















   頻喚喫茶効趙州 頻りに喫茶を喚び、趙州に効う 
   千年滞貨没人求 千年の滞貨、求る人なし 
   若能一口喫過去 若し能く一口に喫過き去られば  


















                                                 




































                                                 
212 福山暁菴『賣茶翁』其中堂 1934年 P7 
213 中国の仏教書。宋の禅僧・圜悟克勤によって編されたのである。 
214 末木文美士・堀川貴司『江戸漢詩選第五巻 僧門』岩波書店 1996年 P36 
































 身老殊知吾性拙 身老いて、殊に知る吾が性の拙きを 
   旧交尽是占機先 旧交は、尽く是れ機先を占む 
                                                 
216 森三樹三郎訳注『荘子 内篇』中央公論社 1974年 P24 







   可憐隻影孤貧客 憐むべし、隻影孤貧の客 
































                                                 
220 大槻幹郎『売茶翁偈語 訳注』全日本煎茶道連盟 2013年 P27 
221 同上 




































                                                 
223 金谷治訳注『荘子 第三冊外篇・雑篇』岩波書店 1971年 P91-92 
224 福永光司『荘子 外篇・下』 中国古典選 15 朝日新聞社 1978年 P97 























  性癖風顚竟不休 性癖風顚、竟に休せず 
  紫陌紅塵謾盤礴 紫陌紅塵、謾りに盤礴 












                                                 




































                                                 
228 P31 
229 原文は「况又謂吾兄他日必為箇風顛、莫問所往、若於第五橋下。」である。 
230 末木文美士・堀川貴司『江戸漢詩選第五巻 僧門』岩波書店 1996年 P38 




























   建溪絶品飾龍鳳 建溪絶品、龍鳳を飾る 
   換却舌頭價萬金 舌頭を換却すること價萬金 
   正向鳳凰城畔賞 まさに鳳凰の城畔に向って賞す 
   依然落節古猶今 依然として節を落ちること、古は猶お今の如し 
「建溪の茶は絶品で龍鳳が飾られる。舌を取り替えるようで万金の価値がある。都を臨ん
で（抹茶を）味わうのも、昔も今も相変わらず節度を越えている。」 
                                                 
232 末木文美士・堀川貴司『江戸漢詩選第五巻 僧門』岩波書店 1996年 P39 
233 大槻幹郎『売茶翁偈語 訳注』全日本煎茶道連盟 2013年 P29 
234 金谷治訳注『荘子 第四冊雑篇』岩波書店 1971年 P170 
235 同上 P172 






































                                                 
238『和漢三才図会』にも天照が鳳凰の姿で降臨したとある。 



































                                                 
240 主婦の友社『売茶翁集成』1975年 P138 
241 末木文美士・堀川貴司『江戸漢詩選第五巻 僧門』岩波書店 1996年 P39-40 
242 大槻幹郎『売茶翁偈語 訳注』全日本煎茶道連盟 2013年 P30 








   陸沈城市恣癡頑 城市に陸沈し、癡頑を恣にす 
   誰言形影唯相弔 誰が言う形影、唯相弔うと 





























                                                 























   或宿孤峯或掣顚 或いは孤峰に宿し、或いは掣顚
せいてん
 
   道是煎茶接来往 道う是れ煎茶来往を接す 










                                                 
246 出典は『荘子・徐無鬼篇』、賢者のこと。 
247 金谷治訳注『荘子 第三冊外篇・雑篇』岩波書店 1971年 P295 


































                                                 
250 普化：唐代の禅僧で臨済録に登場する風狂な人物。日本の禅宗、普化宗の始祖とされる。 














   持帰西老播扶桑 持ち帰って西老扶桑に播す 
   宇陽一味天然別 宇陽の一味、天然別なり 






































   点来売與五湖人 点来売与す、五湖の人 
   柰何箇裡無知味 奈何ぞ、箇裡に味を知る無し 






















                                                 
256 福山暁菴『賣茶翁』1934年 P9 
257 末木文美士・堀川貴司『江戸漢詩選第五巻 僧門』岩波書店 1996年 P45 
大槻幹郎『売茶翁偈語 訳注』全日本煎茶道連盟 2013年 P37 










は り さ ん
を拈起す 
    塞断口門味太奇 口門を塞断し、味太だ奇なり 
    莫道南方無這箇 道
い
う莫かれ、南方這箇無し 
























                                                 































































    清香万里没邊春 清香万里、没辺の春 
    無端随分開舖席 端無く分に随い舗席を開く 













                                                 
263 大潮の十首目に詳しく説明がある。 
264 金谷治は「無端の紀」について「端なく連続循環する万物変化の中心」としている。 



































                                                 
266 金谷治訳注『荘子 第三冊外篇・雑篇』岩波書店 1971年 P117 
267 金谷治訳注『荘子 第二冊外篇』岩波書店 1971年 P91 
268 福山暁菴『賣茶翁』1934年 P10 
269 末木文美士・堀川貴司『江戸漢詩選第五巻 僧門』岩波書店 1996年 P48 





























   移錫今朝入市鄽 錫を移し今朝市鄽に入る 
   紅塵堆裏絶塵縁 紅塵堆裏、塵縁を絶つ 
   鴨河清處洗衣鉢 鴨河清處、衣鉢を洗う 



































   擾擾市鄽寓此身 擾擾たる市鄽、此身を寓す 
   一條痩杖伴孤貧 一條の痩杖、孤貧に伴う 
   閙中用得靜中趣 閙中用いるを得たり、靜中の趣 




                                                 







































                                                 



































                                                 
276 金谷治訳注『荘子 第二冊外篇』岩波書店 1971年 P145-146 
277 福永光司『荘子外篇・中』 中国古典選 14 朝日新聞社 1978年 P10 
278 福山暁菴『賣茶翁』1934年 P11 
279 末木文美士・堀川貴司『江戸漢詩選第五巻 僧門』岩波書店 1996年 P50 






   自笑東西漂泊客 自ら笑う東西漂泊の客となるを 
   是吾四海即為家 是れ吾れ四海を即ち家と為す 
   舊時交友如相問 舊時の交友、如し相い問わば 



























                                                 
281 金谷治訳注『荘子 第四冊雑篇』岩波書店 1971年 P229 
282 金谷治訳注『荘子 第二冊外篇』岩波書店 1971年 P84 







































































                                                 
284 川頭芳雄氏『佐賀県郷土史物語第一輯 脊振山と栄西 ; 大潮売茶翁』1974年 P803 
285 末木文美士・堀川貴司『江戸漢詩選第五巻 僧門』岩波書店 1996年 P86-87 
286 大槻幹郎『売茶翁偈語訳注』全日本煎茶道連盟 2013年 P16 
287 川頭芳雄氏『佐賀県郷土史物語第一輯 脊振山と栄西 ; 大潮売茶翁』1974年 P803 





































                                                 
289 金谷治訳注『荘子 第一冊内篇』岩波書店 1971年 P201、P203 


























   非僧非道又非儒 僧に非ず道に非ずまた儒に非ず 
   黒面白鬚窮禿奴 黒面白鬚、窮禿奴 
   孰謂金城周賣弄 孰（た）れか謂う金城に周（あまね）く賣弄すると 







                                                 




































                                                 
293 福山暁菴『賣茶翁』其中堂 1934年 P24 
294 金谷治訳注『荘子 第一冊内篇』岩波書店 1971年 P62 


































   丱歳辭親謝世榮 丱歳、親を辭して世榮を謝す 
   頽齡立姓遁僧名 頽齡、姓を立して、僧名を遁る 
   此身堪笑同蝙蝠 此の身笑うに堪えたり、蝙蝠に同じ 
                                                 
296 金谷治訳注『荘子 第一冊内篇』岩波書店 1971年 P155 
297 同上 P157 
149 
 




























   祖道無功垂古稀 祖道に功無く、古稀に垂（なんなん）とす 
   風狂被髪脱緇衣 風狂、髪を被り緇衣を脱ぐ 
   世間出世放過去 世間出世、放過し去る 
   唯此賣茶足拯饑 唯だ此の賣茶、拯饑に足る 
                                                 
298 福山暁菴『賣茶翁』其中堂 1934年 P24 
299 末木文美士・堀川貴司『江戸漢詩選第五巻 僧門』岩波書店 1996年 P89 











































   西郊借館倚雙丘 西郊に館を借り雙丘に倚（よ）る 
   杖笠隨縁任去留 杖笠、縁に隨い去留を任す 
   延客草廬鬻麁茗 客を延（ひ）いて、草廬に麁茗を鬻ぐ 
   煮泉瓦竃燒松球 泉を煮て瓦竃に松球を焼く 
   白雲數片生涯淡 白雲數片、生涯淡く 
   緑竹千竿隠所幽 緑竹千竿、隠所幽（ふか）い 
   一箇筒錢充粥飯 一箇筒錢、粥飯に充（あ）て 
   百年活計屬茶甌 百年活計、茶甌に屬す 
   玉川魚眼正醒睡 玉川魚眼、正に睡りを醒（さま）し 
   軒后蕐胥何暇游 軒后の蕐胥、何ぞ游する暇あらん 
   世上不知家産乏 世上知らず、家産乏しきを 




















                                                 
301 現在の京都市右京区 






































                                                 
304 福山暁菴『賣茶翁』其中堂 1934年 P26 


































                                                 
306 金谷治訳注『荘子 第一冊内篇』岩波書店 1971年 P221-222 
307 同上 P222 
308 金谷治訳注『荘子 第二冊外篇』岩波書店 1971年 P147 
309 同上 P148 
















































   性癖風顚世上違 性癖の風顚、世上に違い 
   賣茶生計愜其機 売茶の生計、其機に愜（かな）う 
   心休冷淡勝甘旨 心休冷淡、甘旨に勝る 
   意足破衫齊錦衣 意足り破衫、錦衣に齊し 
   曉酌井華 月荷 曉に井華を酌み、涵月を荷い 
   暮挑瓦鼎帯雲歸 暮に瓦鼎を挑（かか）げ、雲を帯びて歸る 
   老身用得這般事 老身用いるを得たり、這般の事 






















































   優遊方外樂天眞  方外に優游し天眞を楽しむ 
   九九老翁生計貧  九九の老翁、生計貧なり 
   一箇錢筒纔濟餓  一箇の錢筒、纔に餓を濟う 
   半窓僑舎好安身  半窓の僑舎、好く身を安んず 
   舗前車馬泯喧寂  舗前の車馬、喧寂を泯（ほろ）ぼす 
   爐内笑談忘主賓314 爐内の笑談、主賓を忘る 
   寄跡聖林行樹下  寄跡する聖林行樹の下 







































                                                 
315 P144参照 










































































                                                 
317 金谷治訳注『荘子 第三冊外篇・雑篇』岩波書店 1971年 P69-71 
318 陽家駱編『荘子集釋』世界書局 1974年 P293 
319 金谷治訳注『荘子 第三冊外篇・雑篇』岩波書店 1971年 P73 










   夢幻生涯夢幻居 夢幻の生涯、夢幻の居 
   了知幻化絶親踈 幻化を了知し親踈を絶す 
   貪榮萬乗猶無足 栄を貪れば萬乗猶お足る無し 
   退歩一瓢還有餘 歩を退けば一瓢還餘り有り 
   無事心頭情自寂 無事なれば心頭の情自ずから寂に 
   無心事上境都如 無心なれば事上の境都て如なり 
   吾儕苟得體斯意 吾儕、苟しくも斯意を體するを得れば 


















                                                 
321 「因是」、「両行」は、『荘子・斉物論篇』の言葉であり、その解釈は、金谷治による（『荘子 第
一冊内篇』岩波書店 1971年、P61） 
322 福山暁菴『売茶翁』其中堂 1934年 P40 
323 末木文美士・堀川貴司『江戸漢詩選第五巻 僧門』岩波書店 1996年 P128 



































                                                 
324 福山暁菴『売茶翁』其中堂 1934年 P40 
325 末木文美士・堀川貴司『江戸漢詩選第五巻 僧門』岩波書店 1996年 P129 
326 末木文美士・堀川貴司『江戸漢詩選第五巻 僧門』岩波書店 1996年 P129 




































                                                 
328 福山暁菴『売茶翁』其中堂 1934年 P41 
329 金谷治訳注『荘子 第一冊内篇』岩波書店 1971年 P81 




































                                                 
331 福永光司『荘子 内篇』 中国古典選 12 朝日新聞社 1978年 P124-125 
332 金谷治訳注『荘子 第一冊内篇』岩波書店 1971年 P29 
333 福永光司『荘子 古代中国の実存主義』中公新書 1964年 P170 



































                                                 
335 福永光司『荘子 古代中国の実存主義』中公新書 1964年 P166-167 


























                                                 





































































































































































































































































































































福永光司『荘子 内篇』新訂 中国古典選 第７巻（朝日新聞社、1966年） 
福永光司『荘子 内篇』 中国古典選 12（朝日新聞社、1978年） 
福永光司『荘子 外篇・上』 中国古典選 12（朝日新聞社、1978年） 
福永光司『荘子 外篇・中』 中国古典選 12（朝日新聞社、1978年） 
福永光司『荘子 外篇・下』 中国古典選 12（朝日新聞社、1978年） 
福永光司『荘子 雑篇・上』 中国古典選 12（朝日新聞社、1978年） 














淡川康一 福山暁菴『売茶翁』（其中堂、1962年 10月） 
主婦の友社編『売茶翁集成―遺品・遺墨・偈語・伝記―』（主婦の友社、1975年 11月） 
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出版社 近世庶民史料刊行会、1955年 11月） 
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  （第二章第二節に収録） 
 
二、「売茶翁の歴史的位置づけの再考」、『吉林省教育学院学報』第 29巻第 6期（総 342期）、 
  Ｐ128－130、2013年 6月 
  （第一章第一節に一部、第二章第三節、第四章第二節一部収録） 
 
三、「売茶翁の売茶活動に関する一考察―京都通仙亭までの空白の期間」、『東亜漢學研究』 
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